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駅頭は小さなドラマの連続だ！ 

 
初当選以来6期２１年間毎日毎朝続ける東武鉄道の

市内６駅での朝の駅立ちは、通算４２００日を超え

ました。私の日々のツィッターのつぶやきから、転

載したものを含め、駅前の様々な市民との出会いや

何気ない駅前の風景、市民の日常を通した暮らしへ

の息遣いをエピソード集としてシリーズでお届け

しています。 
 

 

 

 

 
 

 

「地方自治を考える市民のつどい」越谷

市議会の地方自治法改正反対の意見書

採択を受けて 
 
 今朝の

駅立ちは、

蒲生駅東

口で通常

どおり午

前６時前

から市政

レポート

の配布を

開始した。

何人もの馴染みの市民の方から、暑いので体に

気を付けて、暑い中ご苦労様です、と声がかか

る。不思議なもので２時間３０分を超える毎日

の活動は正直に言えば投げ出したくなるのは

一度や二度ではないほど肉体的にも精神的に

も疲弊することが少なくない。 

 ただ、市民の皆さんのこんな一言が気を取り

なおさせてもらえる体験も同時に少なくはな

い。帰宅して一杯のコーヒーを飲みながら今日

も午前４時過ぎからの起床から午前９時過ぎ

までの５時間が充実していたと実感する一時。 

 午後６時３０分からは「地方自治を考える市

民のつどい」を越谷駅前の越谷市民活動支援セ

ンターを会場に開催するため、午後５時には会

場に入りスタッフ打合せ、準備に取り掛かる。 

 この集会は、６月越谷市議会で「地方自治法

改正に反対する意見書」が、自民、公明、維新

の会等が反対しものの賛成多数で採択された

ことを受けて、その経緯や論点の整理のため市

民報告集会として、私が共同代表をしている埼

玉政経セミナーが主催した。 

 改正法の解説と問題点の指摘を神奈川大学

教授の幸田雅治先生から、また国会での論戦や

今後の攻防を小川淳也衆議院議員からそれぞ

れズームを通して話して頂いた。 

 これを受けて、この意見書を越谷市議会から

政府に提出して欲しい、との市民請願も採択さ

れており、その請願者の市民３人と紹介議員３

人がそれぞれ審査状況や問題点が報告された。 

 私はコーディネーターとして、反対した議員

の討論の要点を出来るだけわかりやすく解説。 

（議場での反対討論はすでに越谷市議会ホー

ムぺージにアップされているので、その動画を

会場に映しながら） 

 最大の争点は、災害時の緊急事態に基礎自治

体が十分に対応出来ない場合には、抑制的では

あるが政府・大臣からの直接の自治体への指示

は必要ではないのか、というもの。 

 確かに本年元旦の能登半島地震の際に馳浩

石川県知事や被災自治体の対応には様々な問

題点が表出したのは事実だ。 

 しかし、それならば今回政府からの直の指示

命令が発せられていれば遅滞なく対応出来た

かと言えばそうではない。 

災害対応はまさに日常的な基礎自治体にお

ける組織運営や地域防災システムの稼働であ

り、また基礎自治体は広域的な連携機構を既に

作り上げている。 

そのための専門職員の派遣や情報共有、財政

を含めた後方支援こそが政府の責任と役割で

あることはすでに地方６団体から何度も政府

に指摘がなされている。（７月１１日・木曜日） 

YouTube の白川ひでつぐ公式

チャンネルの登録者は２６２名

を超えました。引き続き配信を

継続していますので、これまで

のご協力に感謝し、更にご登録

をお願いします。 

Youtube 

 

Twitter Web サイト Spotify 



 私の在職２５周年を祝う会、総勢１４

５人を超える知事、市長、衆議院議員、

地方議員、市民等の参加で会場はあふれ

た 

 ７月２０日、市内新越谷にある越谷サンシテ

ィの「桐の間」で開催して頂いた「白川秀嗣氏 

議員在職２５周年を祝う会」は、市内はもとよ

り埼玉県内、県外そして全国から参加して頂い

た皆さんが終始華やかな雰囲気の中、テーブル

のあちこちで談笑や、交流が続き盛会となった。 

 発起人に福田晃越谷市長、島田玲子越谷市議

会議長をはじめ４人が。 

来賓には大野元裕埼玉県知事、黄川田仁衆議

院議員、小宮山泰子衆議院議員、野口圭司越谷

市議会自民党市議団代表、川村耕治越谷市桜井

地区連合自治会会長、石河秀夫元埼玉弁護士会

会長、中村守元埼玉中小企業家同友会東部地区

会会長の皆さんに祝辞を頂いた。 
会場には、教育長や副市長をはじめとする市

職員、地元自治会の会長、埼玉県や千葉県の県

会議員をはじめ首都圏の地方議員、がんばろう

越谷グランドゴルフの役員、越谷技術高校の

PTAの OB会の役員、がんばろう日本国民協議会

の役員、中小企業家同友会の役員、会員、毎朝

の駅頭でチラシを受け取って頂いている市民、

タウンミーティングや市民対話集会に参加し

て頂いている市民、これでの私の選挙対策委員

会の役員、SNS を通して知り合った市民、チー

ム白川の市民、私の家族や親せき等総勢１４５

名を超えたため、会場では用意した椅子が不足

してしまい、急遽補充することにも。 

 特にスタッフ総出（１５名）で練習や独自の

シナリオ作成、動画編集、ビデオ、音響、照明、

大道具や小道具作成等およそ３か月間の準備

の中「プロジェクト S―ウグイス嬢たちの初体

験～ある選挙戦の真実―」の寸劇には、エレク

トーンの弾き語りによるプロの女性歌手（ボラ

ンティア出演）の「愛の賛歌」で締めくくられ

た演出に会場は最高の気分に。 

 アルコールを一切提供しないティーパーテ

ィーも異例だったのだが、参加者に配布した私

のミニ写真集 voL1（白川の流儀）と voL２（白

川秀嗣の生い立ち）にも、白川さんの知らない

一面があった、こんなにかわわいい赤ちゃんだ

ったたんですねと何人からも声を掛けられた。 

 また、私の長男は岡山大学の講師で岡山市か

ら、長女とその夫は IT 関連会社の役員で２人

のこどもとともに富山市から、次男は外資系企

業の社員で市内在住で妻と３人のこどもと、ま

た義理の父親も一緒に、私の妹は福岡市から、

それぞれ参加した。 

更に次男の息子によるルービックキューブ

を３０秒以内で完成させる演技も披露され会

場はやわらかな拍手に包まれた。 

 地方議員として半世紀が過ぎたが初当選し

た当時より社会は複雑化し、市民同士の関係性

がより深刻な事態に陥っていることを日々痛

感させられる。そのたびごとに自分の責任とは

何か、何が求められているのか、どこまででき

るのか、と自分を律する事を改めて確認する区

切りの式典となった。 

当日の様子の動画は、私の YouTubeでご視聴を。 

           （７月２０日・土曜日） 
 

髪を切った女性に対し「失恋したのかい」

と男性が語り掛けるーこれはセクハ

ラ？ 
 

 猛烈な暑さが連日続く中、埼玉県市議会議長

会・第 4区議長会が主催し毎年定例開催してい

る議員研修会が、7月 24日午後 2時から三郷市

文化会館で開催された。この日の研修テーマは

「議員ハラスメント防止について」と題して太

田雅幸弁護士が講演した。 

 私は越谷市議会議員 11 名と共にバスで会場

と越谷市役所を往復して参加した。こんな事例

はセクハラに当たるかどうかの練習問題が出

され①髪を切った女性に対し「失恋したのかい」

と男性が語り掛ける②暑がっている女性に「更

年期障害？」とからかう③体調が悪そうな女性

に対し「今日は女の子の日なの？」と聞く等、

これからは全てセクハラと指摘された。会場か

らも女性議員が質問に立ち選挙での票ハラ問

題も取り上げられた。  （7月 24日・水曜日） 


